
 

 

 

 

 

 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

（１）目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日 令和７年４月１７日（木） 

 

（３）調査を実施した校数・児童生徒数 

 

 

 

 

 

２ 美祢市の結果 

 

（１）教科に関する結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「中学校理科」IRTを用いた結果返却について 

IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした 

得点で表すものです。 

 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年  ９校 児童数 １０８人 

中学校第３学年   ５校 生徒数 １１５人 

 小学校 中学校 

国語 算数 理科 国語 数学 理科 

美祢市 64 53 56 56 46 519 

山口県 68 58 58 55 48 503 

全国 66.8  58.0 57.1 54.3 48.3 503 

令和７年度 

全国学力・学習状況調査の結果について（美祢市） 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教科の出題の具体より】（ ）は県平均との差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

〇 示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算すること

ができる（+2.6％） 

△ 「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっ

ているかを表すことができる（-13.4％） 

△ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる（-12.2％） 

◎ 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ることができる（+11.6％） 

〇 文章の構成や展開について根拠を明確にして考えることができる（+5.5％） 

△ 自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を工夫す

ることができる（-5.5％） 

中学校 

国 語 

◎ 事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができる（+8.1％） 

△ 素数の意味を理解している（-13.8％） 

△ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる 

（-6.0％） 

小学校 

国 語 

〇 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つける

ことができる（+1.6%） 

△ 書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互

の関係に注意したりして、文章の構成を考えることができる（-8.4％） 

△ 事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉え

て要旨を把握することができる（-7.3％） 

 

 

中学校 

数 学 

◎ 仮説を立てて科学的に探究する場面において、電気回路に関する知識及び技

能を活用して仮説が正しい場合の結果を予想することができる（+16.1％） 

△ 気圧に関する身近な事象を問うことで、気圧の知識が概念として身に付いて

いる（-13.6％） 

中学校 

理 科 

小学校 

理 科 

〇 電気の回路のつくり方について実験の方法を発想し、表現することができる

（+5.3％） 

△ 水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想

し、表現することができる（-11.6％） 



【特に正答率が低かった問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、

自分の考えをまとめることができる（6.8％） 

 

小学校 

国 語 

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相

互の関係に注意したりして、文章の構成を考えることができる（-8.4％） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍

になっているかを表すことができる（-13.4％） 

 

小学校 

理 科 

水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を

予想し、表現することができる（-11.6％） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を工夫

することができる（-5.5％） 

 

中学校 

国 語 

△ 古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を

捉えることができる（-11.9％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数 学 
素数の意味を理解している（-13.8％） 

 

中学校 

英 語 
気圧に関する身近な事象を問うことで、気圧の知識が概念として身に付

いている（-13.6％） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童生徒質問紙調査の結果 

当てはまると答えた割合が県平均よりも高いものを◎、低いものを△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 与えられた資料や文章から必要な情報を抽出・活用する力が、国語・数学・理

科のいずれの教科でも全国水準を上回る傾向が見られた。特に、問題文や図から

情報を的確に把握し、条件に応じた判断や解釈を行う設問で安定した正答率が

確認された。 

〇 一方、抽出した情報をもとに、理由や根拠を明確にして論理的に説明したり、

複数の視点から考察を行ったりするような高次の思考を問う設問では、全体的

に正答率が伸び悩んでいる。今後は、情報処理の技能と論理的思考を接続する言

語活動の一層の工夫と継続的な取り組みが求められる。 

中学校：成果・課題の分析 

小学校 

◎国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前よりもできるようになったところ

はどこかを伝えてくれますか（+20.1％） 

◎地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか（+17.1％） 

◎授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課

題の解決に取り組んでいますか（+14.6％） 

◎人が困っているときは、進んで助けていますか（+13.8％） 

◎いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか（+13.7％） 

△困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか 

（-7.5%） 

△学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか：「1時間以上」勉強している児童の割合（-5.7％） 

 

※自己を肯定的に捉え他者への貢献意欲が高く、積極的に探究活動や協働活動へ取り

組む姿勢が見られる。一方で、国語に対する得意意識の低さ、学校外での学習時間の

不足、が課題として挙げられる。 

小学校：成果・課題の分析 

〇 図表や実験結果などの資料から必要な情報を正確に読み取り活用する力が、国語・

算数・理科のいずれの教科でも安定して見られた。特に、単位変換や計算手続き、語

句理解などの基礎的・手続き的な技能において、全国平均に近い定着となった。 

〇 一方で、根拠を明確にした論理的な説明力や、複数の情報を関連付けて思考を展

開する力の育成に課題が残る。今後は、情報の読み取りと論理的な言語化をつなぐ

活動を授業の中で計画的に位置付ける必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市教委の重点的取組：学校訪問や授業支援を通じた伴走型の学校支援の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】子どもの主体的な学びを支える授業改善 

課題：学習過程の選択・学習形態の調整などにおいて自己調整的に学ぶ力 

取組〇「課題設定」「学習過程」「学習形態」における学習の過程を調整 

〇発問や板書、子どもの見取りに基づく支援 

〇授業参観エントリー制度で一人ひとりの授業改善に向けた指導助言を実施 

 

【２】多様な学びの保障と個別支援体制の充実 

課題：理解の程度や学びの進度に応じたきめ細やかな支援の仕組みづくり 

取組〇校内体制の見直しによる「多層的な学習支援」の再構築と役割分担の明確化 

〇Qubena等の ICT教材を活用した自由進度学習の充実と個別最適な学びの支援 

〇児童生徒の振り返りを起点とした学習の定着度を高める指導の工夫 

 

【３】実態把握と教育データに基づくマネジメントの高度化 

課題：実態分析やデータ活用の質的向上、校内共有の深化 

取組〇小学 3・4年を対象とした市独自確認問題の実施と学力課題の早期把握 

〇全国調査・確認問題・ICT教材のデータを活用した個別支援方針の作成支援 

〇学力向上プランおよび学力推進対策シートによる学校経営への PDCAの内在化 

中学校 

◎理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか（+18.7％） 

◎先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか（+12.8%） 

◎先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分

かるまで教えてくれていると思いますか（+12.2%） 

◎学校に行くのは楽しいと思いますか（+10.6％） 

◎普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか（+8.7％） 

△人が困っているときは、進んで助けていますか（-5.4%） 

△あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器で文章を作成する（文字、コメン

トを書くなど）ことができると思いますか（-5.7%） 

△あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるな

ど）ことができると思いますか（-4.0%） 

 

※理科など教員の丁寧な指導、学校生活への肯定感が県平均を上回り、学習意欲や幸

福感の高さが見られる。ICT を使った文章作成や情報収集、困っている人を助ける

行動などでは差が見られ、技能面や他者貢献意識の育成が課題である。 


